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概要

ÂNIIでは、文部科学省先導的ITスペシャリスト育成プログラム
拠点間事業の成果として、思う存分自分のアイデアを試せる、
オープンソースで構築された教育用クラウド" edubaseCloud
（えでゅべーす くらうど）" を構築し、運営しています。

Â本チュートリアルでは、実際にedubaseCloudを使いながら、
クラウドの概念、アプリケーション構築の実際などを、実習も
交えて解説します。

Â14:30- 15:30
クラウド、はじめの一歩

Â15:45- 16:45
クラウドな使い方
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演習0

Âシンクライアント起動
ÂログインID/パスワードは、シンクライアント貼付の白いシールに記入

されている「tucl00xx」を小文字で使う

Âクラウドクライアント初期設定
Â「スタート」- 「すべてのプログラム」- 「クラウドクライアント」-

「CloudClient」を起動

Â「ファイル」- 「設定」- 「クラウドクライアント」に、「接続URL」、
「ログインID」、「パスワード」、「プロジェクトチームID」、を設定する

Â「プロジェクトチーム名取得」、「認証情報取得」の順で実行する

Â「ファイル」- 「設定」- 「クラウドクライアント」- 「キーペア」の名前リスト
領域でマウス右メニューから「新規キーペア作成」を行う

Âキーの名前は自分のコテハンで
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演習0

Âシンクライアント起動
接続URL プロジェクトチームID ログインID

https://vclc0004.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 04- 01 tucl0001 tucl0002 tucl0003

https://vclc0004.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 04- 02 tucl0004 tucl0005 tucl0006

https://vclc0004.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 04- 03 tucl0007 tucl0008 tucl0009

https://vclc0004.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 04- 04 tucl0010 tucl0011 tucl0012

https://vclc0005.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 05- 01 tucl0013 tucl0014 tucl0015

https://vclc0005.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 05- 02 tucl0016 tucl0017 tucl0018

https://vclc0005.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 05- 03 tucl0019 tucl0020 tucl0021

https://vclc0005.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 05- 04 tucl0022 tucl0023 tucl0024

https://vclc0006.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 06- 01 tucl0025 tucl0026 tucl0027

https://vclc0006.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 06- 02 tucl0028 tucl0029 tucl0030

https://vclc0006.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 06- 03 tucl0031 tucl0032 tucl0033

https://vclc0006.ecloud.nii.ac.jp/services/RDHC H22- S- CLD- 06- 04 tucl0034 tucl0035 tucl0036
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演習0

Âクラウドクライアント初期設定
Â「スタート」- 「すべてのプログラム」- 「クラウドクライアント」-

「CloudClient」を起動
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演習0

Âクラウドクライアント初期設定
Â「ファイル」- 「設定」- 「クラウドクライアント」に、「接続URL」、

「ログインID」、「パスワード」、「プロジェクトチームID」、を設定する

Â「プロジェクトチーム名取得」、「認証情報取得」の順で実行する
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演習0

Âクラウドクライアント初期設定
Â「ファイル」- 「設定」- 「クラウドクライアント」- 「キーペア」の名前リスト

領域でマウス右メニューから「新規キーペア作成」を行う

Âキーの名前は自分のコテハンで
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演習1

Âプロジェクトチーム内の1人を選んで作業してもらう

Âセキュリティグループの作成
Â「セキュリティグループ」の「名前- 説明」リスト領域でマウス右メニュー

から「新規グループ」を選ぶ

Âセキュリティグループ名「allopen」、説明を適当に付けて、セキュリティ
グループを作成する

Â「名前- 説明」リスト領域で「allopen」を選択状態とし、「プロトコル-
ポート- SourceCIDR」リスト領域でマウス右メニューから「パーミッショ
ンの追加」を選ぶと、セキュリティグループの設定が出来る

Â下記、表の設定を行う

プロトコル ポート SourceSIDR

icmp 0 0.0.0.0/0

tcp 0- 49151 0.0.0.0/0

udp 0- 1023 0.0.0.0/0
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演習1

Âセキュリティグループの作成
Â「セキュリティグループ」の「名前- 説明」リスト領域でマウス右メニュー

から「新規グループ」を選ぶ
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演習1

Âセキュリティグループの作成
Âセキュリティグループ名「allopen」、説明を適当に付けて、セキュリティ

グループを作成する
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演習1

Âセキュリティグループの作成
Â「名前- 説明」リスト領域で「allopen」を選択状態とし、「プロトコル-

ポート- SourceCIDR」リスト領域でマウス右メニューから「パーミッショ
ンの追加」を選ぶと、セキュリティグループの設定が出来る
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演習2

Â仮想マシン起動
Â「仮想マシンイメージ一覧」- 「public」- 「CentOS53 Apache MySQL

PHP」のマウス右メニューから「仮想マシン起動」を選ぶ

Âインスタンスタイプ「m1.small」、自分の作ったキーペア、インスタンス
数「1」、セキュリティグループ「allopen」として、「Finish」する

Â「仮想マシン一覧」- 「public」にインスタンスが起動する

Â自分が起動したインスタンスを見分けるには、キーペアを見る

Â5分ほど待って「仮想マシン一覧」の更新を行うと、状態が「running」と
なり、仮想マシンの起動を確認出来る
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演習2

Â仮想マシン起動
Â「仮想マシンイメージ一覧」- 「public」- 「CentOS53 Apache MySQL

PHP」のマウス右メニューから「仮想マシン起動」を選ぶ
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演習2

Â仮想マシン起動
Âインスタンスタイプ「m1.small」、自分の作ったキーペア、インスタンス

数「1」、セキュリティグループ「allopen」として、「Finish」する
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クラウド、はじめの一歩

Âクラウドの基礎知識

Âクラウドの動向

ÂedubaseCloud
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クラウドの基礎知識

ÂつWikipedia
Âあまりにもユーザ視点寄り

Â歴史
Â仮想化→管理

根本にあるのは仮想化を展開した時の管理の問題

Âデータセンタの宿願
独立性の高い環境を切り売りしたい
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クラウドの基礎知識

Â形態
Âパブリック

丸投げして、上位レイヤに集中

Âプライベート
組織内リソースの効率化

Âハイブリッド
プライベートのコスト効率と、パブリックの柔軟性を組み合わせる

Âビジネスとパブリッククラウド
Âそんなに安くない

リスクを転嫁してるから当たり前だけど

ÂOSSも含めて稼ぐ気マンマンである
無料サービスと呼べるものがほぼない

Â短期的に変動要因があればスケールもするし安いかも

Â高い事業継続性（のはず）
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クラウドの動向

Â技術者とクラウド
Â IaaSではサーバ管理が残る→PaaS

ÂGAEは壮大な社会実験だったかも知れない

ÂAmazonの「Elastic MapReduce」「Elastic Beanstalk」

Âクラウドの弱点
Âストレージが……(AWSの大規模な事故はどこで起きたか)

ÂHadoopはEC2での動作保証を謳っているが、
アーキテクチャ上、パフォーマンスは出ない

Âベンチマークが無意味



19Copyright 2011 GRACE Center All Rights Reserved.

クラウドの動向

Âこれからのクラウドを支える技術
Âより強力なデプロイメントツール

ÂCaaS

Â分散ストレージ

Â新しいクラウド基盤
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演習3

Â仮想マシンの操作
Â「仮想マシン一覧」- 「public」に起動した、自分のキーペアを持ったイ

ンスタンスが、「running」状態であることを確認する

Â自分が起動したインスタンスの「名称」のマウス右メニューから「シェ
ルの起動」を選ぶ

Â作成したキーペアを始めて使い時には、鍵の保存が必要となる

Â鍵の保存後、「PuTTYKey Generator」を「☓」で閉じる

Â鍵を保存したら、再度「シェルの起動」を行う

Â始めてアクセスするIPアドレスに対しては確認を求められる

Âssh接続で仮想マシンが操作出来る
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演習3

Â仮想マシンの操作
Â自分が起動したインスタンスの「名称」のマウス右メニューから「シェ

ルの起動」を選ぶ
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演習3

Â仮想マシンの操作
Â作成したキーペアを始めて使い時には、鍵の保存が必要となる
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演習3

Â仮想マシンの操作
Â始めてアクセスするIPアドレスに対しては確認を求められる

Âssh接続で仮想マシンが操作出来る
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演習4

ÂWebサーバの起動
Â# yum install vim- minimal

Â# cd / var/www/html

Â# vi index.php

Â# service httpd start

ÂWebの閲覧
ÂPuTTYでIPアドレス確認

ÂWebブラウザに入力
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演習5

Âスナップショットの保存
Â自分が起動したインスタンスの「名称」のマウス右メニューから

「イメージの追加」を選ぶ

Â他の人と重複しない適当な「登録名」、仮想マシングループ名「misc」、
仮想マシンディスクサイズ「1280」として「Finish」する

Â5分ほどでスナップショットが作成される

Â仮想マシンの停止
Â自分が起動したインスタンスの「名称」のマウス右メニューから

「インスタンス停止」を選ぶ

Âスナップショットの確認
Â「仮想マシンイメージ一覧」- 「misc」で自分の作成したスナップショット

のマウス右メニューから「仮想マシン起動」を選ぶ

Â起動後、スナップショットを取る前の状態が保持されていることを確認
する
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演習5

Âスナップショットの保存
Â他の人と重複しない適当な「登録名」、仮想マシングループ名「misc」、

仮想マシンディスクサイズ「1280」として「Finish」する

Â5分ほどでスナップショットが作成される



27Copyright 2011 GRACE Center All Rights Reserved.

クラウド、はじめの一歩

Âクラウドの基礎知識

Âクラウドの動向

ÂedubaseCloud
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edubaseCloud

ÂEucalyptusベースのプライベートクラウド
http://edubase.jp/cloud/

Â教育：実習環境として
Âインターネットを通じて、テキストやビデオといった教材の流通が簡単

になったが、IT技術者教育などに必須の実習環境がなかった

Â実習環境をクラウド上のマシンイメージとして作成することで、どこに
いても実習が可能になる

Â研究：クラウド基盤に触れられる
Âクラウドは見えない

ÂOSSによるクラウド構築で、クラウドに触れられる

Âクラウド基盤の教育・研究が行える

Âクラウドを理解して効果的な使い方を考えられる
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edubaseCloud

Âくわしくは
ユーカリプタス入門第17回
Eucalyptusの利用事例「edubaseCloud」
http://cloud.watch.impress.co.jp/docs/column/eucalyptus/
20110527_448864.html

Â羽深さん、ありがとう！
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クラウドな使い方

Âリモートデスクトップ

Â並列計算システム
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リモートデスクトップ

Âクラウド上で起動した仮想マシンのデスクトップを操作したい

Âリモートデスクトップを使う

Â「CentOS56CDHb2」を「c1.medium」で起動

Â# vncserver

Âhttp://(public のIPアドレス):5801/

Âパスワード：password

Â# vncserver–kill :1
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リモートデスクトップ
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並列計算システム

ÂMPIとかHadoopとかいろいろ

Â今日はHive

ÂHive
ÂHadoopの分散ファイルシステムを分散DBに見立てて、

SQLライクなHiveQLで問い合わせ

Â問い合わせ処理を自動的にMap/Reduceに変換して実行

ÂHadoop
ÂOSSのMap/Reduce実装

Â分散保持されたデータに対して処理を行う

ÂストレージのI/Oボトルネックに対する解の1つ
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並列計算システム

Â「CentOS56CDHb2」を「c1.medium」で
自分のマシンが4台となるように起動

Âマスターのマシンにssh接続

Ânode.txtに4台のプライベートのIPアドレスを列挙
(マスターのIPアドレスが1行目に来るように)

Â# ./start_hadoop.sh node.txt

Â# su –hadoop

Â$ hive

Âhive> CREATE TABLE movies (movie INT, title STRING, 
genres STRING) ROW FORMAT DELIMITED FIELDS 
TERMINATED BY ',' LINES TERMINATED BY '¥n‘;
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並列計算システム

Âhive> LOAD DATA LOCAL INPATH '/tmp/movies.csv' 
OVERWRITE INTO TABLE movies;

Âhive> CREATE TABLE ratings (user INT, movie INT, rating 
INT, t STRING) ROW FORMAT DELIMITED FIELDS 
TERMINATED BY ',' LINES TERMINATED BY '¥n';

Âhive> LOAD DATA LOCAL INPATH '/tmp/ratings.csv' 
OVERWRITE INTO TABLE ratings;

Âhive> CREATE TABLE tags (user INT, movie INT, tag 
STRING, t STRING) ROW FORMAT DELIMITED FIELDS 
TERMINATED BY ',' LINES TERMINATED BY '¥n';

Âhive> LOAD DATA LOCAL INPATH '/tmp/tags.csv' 
OVERWRITE INTO TABLE tags;



36Copyright 2011 GRACE Center All Rights Reserved.

並列計算システム

Âhive> select m.title, t3.c from (select t1.movie, count(1) c 
from (select r.movie, r.user from ratings r where r.movie!= 
296 and r.rating>= 3 group by r.movie, r.user) t1 join (select 
r.user from ratings r where r.movie= 296 and r.rating>= 3 
group by r.user) t2 on (t1.user = t2.user) group by t1.movie) 
t3 join movies m on (t3.movie = m.movie) order by t3.c desc
limit 20;

Â t1:movie296を除いて、誰がどの映画に3点以上を付けたか

Â t2:movie296に3点以上を付けた人の一覧

Â t1とt2の直積を作り「t1.user=t2.user」で絞ると、movie296に3
点以上付けた人が他の何に3点以上付けたか分かる

Â「movie296が好きな人は、他にこんな映画にも、高い評価を
与えています」→レコメンド
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演習6

Âmoviesテーブルを検索してmovie296のタイトルを調べる

Âmovie296以外の映画に関して、リコメンドを求めてみる

Âhive> set hive.exec.parallel=true;

Â多段階のMap/Reduceが可能な範囲で並列実行される

Â処理実行中のスレーブの様子をtopコマンドで観察する

Â処理実行中のHadoopをWebインタフェースで観察する
Âhttp://( マスターのpublicのIPアドレス):50070/

Âhttp://( マスターのpublicのIPアドレス):50030/



38Copyright 2011 GRACE Center All Rights Reserved.

演習7

ÂHadoopのサンプルを動かしてみる

Â$ hadoopjar / usr/lib/ hadoop/hadoop- e*.jar pi 20 2000

Â$ vi test.txt

Â$ hadoopdfs –put test.txt / tmp

Â$ hadoopjar / usr/lib/ hadoop/hadoop- e*.jar wordcount
/ tmp/test.txt / tmp/out

Â$ hadoopdfs –cat / tmp/out/part - r- 00000
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演習8

Âstart_hadoop.shを読んでみる
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クラウドな使い方

Âたくさんのマシンを簡単に起動

Âクラスタも動く

Âマシンイメージの派生が簡単



41Copyright 2011 GRACE Center All Rights Reserved.

宣伝

ÂedubaseCloud
Â大学などの教育・研究目的利用は無料

Â大学などとの共同研究であれば企業の方も使えます

Âhttp://edubase.jp/cloud/

Âトップエスイー
ÂedubaseCloudを使った教育カリキュラムもあります

Âhttp://www.topse.jp/

Â講座単位の受講については
NPO法人トップエスイー教育センター
http://www.topse.or.jp/

ÂGRACEセンター
Â先端的なソフトウェア工学について研究、普及に取り組んでいます

Âhttp://www.grace- center.jp/
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本日は有難う御座いました


